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看工連携ブレインストーミングを月 1 回開催し、シーズの発掘を行う。 
 
Ⅱ．活動の結果と評価  














   第 5 回：アドバイザーによる採血台およびトイレットペーパーホルダーに関する特
許申請状況報告、尿検査用容器について（第 2 回の続き）等（9/11）。 







   第 8 回：地元企業から自社製品の説明と看工連携への参加（パネフリ工業（株）、（株）
大西縫工所）等（1/20）。 
  第 9、10 回を 2、3 月中に開催する予定である。 
 
＜評価＞  


































 ＜結果＞  
本年度は 2 回、ワークショップを実施した。1 回目は令和元年 6 月 30 日（日）に A 病院
において開催された認知症カフェで、リップクリームやハンドクリームを制作するブース
を開設した。参加者は高齢者を介護している家族や A 病院のスタッフを想定していたが、
ケア提供者だけでなく、 A 病院に入院している高齢者の参加もあった。約 2 時間の開催時
間中、5～ 6 人ずつでリップクリームやハンドクリームを作成し、入れ替わりながら合計 30
名程度の方の参加があった。2 回目は令和元年 11 月 3 日（日）に B 病院において開催され
た認知症カフェで、ワークショップのブースを開設した。 1 回目と同様に、ケア提供者だ


































３）卒後 1 年目を対象としたフィジカルアセスメント研修会 
 




















 年１回、研修会を開催し、受講生６名以上、見学者 1 名以上を目指すことを目標とした。  
  
Ⅱ．活動の結果と評価  
１．日時・場所：２月１日（土） 13：00～16:00 三重県立看護大学  実習室２ 
２. 参加者（看護師） 
臨床経験１年目 12 名(本学卒業生１名)、１年目以外１名、見学者１名(新人教育担当 ) 
３．内容と評価  
講義・グループワークでは呼吸器系の解剖生理学、体表解剖学の基礎を学習し、演習





































 日時：令和元年 10 月 20 日（日）13:00〜17:00  多目的講義室 
 プログラム  
1. 事例学習で学ぶ -バイタルサイン・ショック・心電図 - 
2. 知っておきたい 血液検査・血液ガス分析・画像所見・検査所見の診方  
3. 実践！ フィジカルアセスメント  






 研修の様子  
－ 6 －
Ⅱ．活動の結果と評価  
1. 研修の内容  
 今回は、参加者が多数であったことから、主に講義形式で研修を行った。まず、プロ




2. 評価  
1) 参加者  
看護師： 52 名、理学(PT）・作業療法士 (OT）および言語聴覚士 (ST）：21 名、学生  
   3 名、計 76 名の参加があり、数値目標は達成した。参加者の臨床経験年数は、 1−3
年目が最も多く、看護師は 48%程度、PT は 25%、OT・ST は 70-80%を占めていた。  
2) 広報活動について  




3) アンケート結果  
   各職種ともに、「習得できた」「おおよ 
  そ習得できた」を合わせると、80-100％ 
  に達しており、研修の内容等は妥当であ 
  ったと考える。自由記載からは、事例を 
  何度も用いて学ぶことで理解が深まった 
  という意見も見られた。また、研修時間  
  に関して全体として長いとする意見や、  
  内容を考慮すると短いという意見も見ら 
  れた。  





































担当者：  篠原真咲、六角僚子  
【事業要旨】 











 ＜数値目標〉毎月開催、その参加者が 20 名以上を目標とした。  
Ⅱ．活動の結果と評価  
 ＜結果＞  
１．開催日時：令和元年 7 月 23 日（火）、8 月 29 日（木）、9 月 20 日（金）、10 月 18 日
（金）、11 月 11 日（月）、12 月 17 日（火）、令和 2 年 1 月 20 日（月）、 
       2 月 18 日（火）、3 月 3 日（火）  
２．実施場所：初回のみ津市アストプラザ、その他は三重県立教育文化会館  会議室 
３．実施時間；13：30～17：00 
 ４．開催内容：看護研究（文献レビュー）、認知症者の看護展開（グループワーク）、  
        認知症者の倫理、事例検討会、看護研究等  
















































Ⅰ．活動計画（3 年計画の 2 ヶ年目） 
・ 地域・市町（行政）・団体からの連携希望（１件以上） 
・ 事業企画・運営・評価方法検討のための学内会議（ 3 回以上） 
・ 連携団体との合同会議（ 2 回以上） 
・ 健康チェックの利用者数（延べ 20 人以上） 
 
Ⅱ．活動の結果と評価  
 ＜結果＞  
１． A 市の介護施設で行われた地域住民交流イベントへの参加  
１）活動内容  






には教員 6 名、ボランティアとして本学学生 3 名、大学院生 1 名が参加した。  
２）アンケート結果  
参加者のうち 55 名より回答が得られた。性別は「男性」31％、「女性」62％、「無
記載」7％であった。年代は「80 歳代」が 49%と最も多く、次いで「 60 歳未満」29％
であった。本事業に対する満足度は「満足」80％、「やや満足」11％、今後の健康づ
くりに役立ちそうかは「役立つ」67％、「やや役立つ」27％、今後の参加希望は「そ







２．B 町の地域でのイベントへの参加  
１）活動内容  





住民 90 名程度が参加した。イベントには教員 6 名が参加した。  
２）アンケート結果  
参加者のうち 48 名より回答が得られ、性別は「男性」19％、「女性」71％、「無記
載」10％であった。年代は「 70 歳代」が 31%と最も多く、次いで「60 歳未満」・「 60
歳代」が 29%であった。本事業に対する満足度は「満足」 69％、「やや満足」 17％、
今後の健康づくりに役立ちそうかは「役立つ」79％、「やや役立つ」15％、今後の参










































・ 実施可能事業に関して、企画・運営等の打ち合わせ（学内 3 回程度） 
・ 医療・福祉・教育関係機関専門職との連携会議（依頼先と合同 3 回程度）  
・ 交流会の開催に関する準備、当日のサポート（開催１回以上） 
・ 参加者へのアンケート実施・集計（１回以上）  
・ 依頼先との反省会（ 1 回） 
・ ピア・サポート事業の参加者（ 5 人以上） 
 
Ⅱ．活動の結果と評価  
 ＜結果＞  
１．A 家族会への参加  
 １）家族会の内容  
医療的ケア児支援のための医療・福祉・行政の多職種団体 A スタッフ（以下 A 団
体）と連携して、運営全般にわたり本学が中心的な役割を担いながら、2019 年 10 月
に家族会を開催した。当初 9 月に開催予定（ 6 家族 13 名が参加予定）であったが、
台風接近に伴い安全性を考慮し順延とした。参加者は保護者、医療的ケア児とその
きょうだいを含め 10 名の参加があった。サポーターは、本学教員 3 名と A 団体スタ





























の医療スタッフと連携して 2019 年 11 月に家族会を開催した。参加者は保護者、医
療的ケア児とそのきょうだいを含め 12 名の参加があった。サポーターは、本学教員






























 ＜評価＞  

















































 ＜結果＞  
今年度の当事業は、順調に遂行することができた。令和元年 6 月 8 日（土）に開催され
た夢緑祭において、学生と協力し、模擬店として認知症カフェを開店した。近隣の認知症
関連団体にチラシを配付して案内し、チラシの持参者には無料でコーヒー一杯を提供し、










知症カフェ開催に支援の要望があり、鈴鹿中央総合病院（鈴カフェ：令和元年 6 月 30 日）
と榊原温泉病院（ぬくぬくカフェ：令和元年 11 月 3 日）において認知症カフェの開催を支
援した。本学の研修修了生が企画し、病院全体で運営に協力する態勢がとられており、入
院患者やその家族、外部からの来訪者が、最初は戸惑いながらも徐々に慣れて、楽しく過






さらに、令和 2 年 2 月 16 日に四日市市で行われた「第 11 回全国若年認知症フォーラム
in 三重 四日市」で若年認知症の当事者が開催する若年性認知症カフェの開催を支援し、





























 ＜重点課題＞健康づくり運動講座や健康チェックのいずれか 1 回、バドミントン教室な






















２．平成 30 年度 
鈴鹿市で活動するスロージョギングのクラブより要請を受け、 29 名の会員（ 65 歳以上）
を対象に、平成 30 年 8 月 10 日（土） 10：00 から 90 分間、三重県鈴鹿市、白子コミュニ
ティーセンターにおいて、運動時の体温調節や水分補給に関する講演を行った。平成 30 年
度は、最高気温が従来の記録を更新し、熱中症による救急搬送者が、7 月だけで平年の 1 年
分に達するという猛暑の夏であり、タイムリーな講演となった。アンケートでは、97%の参
加者が「大変よかった」、「よかった」と回答し、有用な情報提供の場となった。また、バ
ドミントン教室については、平成 30 年 11 月 13 日（火）、12 月 7 日（金）、19 日（水）に











指導には、本学学生延べ 12 名も参加した。参加者 8 名から頂いたアンケートでは「大変良

































・地域のニーズへの対応   ・子どもの自己肯定感の向上に寄与    
・地域、教育・福祉機関で子どもの健康教育に取り組む意識の醸成  
・いじめや虐待防止に貢献   ・本学の専門性の活用  
 
Ⅰ．活動計画  

























日時：令和元年 5 月 23 日（木）12 時 45 分～13 時 45 分 





日時：令和元年 5 月 27 日（月）10 時 00 分～11 時 00 分 




山市の ZTV でも放送された。 
３）川崎愛児園  
日時：令和元年 6 月 13 日（木）10 時 00 分～11 時 00 分 
対象：年長園児 21 名とその保護者 9 名 
内容：川崎愛児園の先生からは「たべたもののとおりみち」・「ちとしんぞう」の紙芝
居を行い、本学からは臓器のエプロンを使い、いろんな食べ物を食べる必要性  
   の説明や聴診器で心臓の音を親子で聞く体験を実施した。  
４）津市立黒田幼稚園（連携：津市教育委員会）  
日時：令和元年 11 月 8 日（金）10 時 30 分～11 時 00 分 





日時：令和２年 1 月 20 日（月）13 時 00 分～14 時 00 分 































































































ミングの実際は 2～3 月に実施予定で、 5 施設のうち 3 施設は日程が確定している。また、





































１．数値目標   
１）DVD 上映会の開催（7/13 土）、参加者 15 名程度。 
２）精神的・精神的健康を目指した活動（農作業）、参加者 10 名程度/2 回。 
  
Ⅱ．活動の結果と評価  
１．DVD 上映会と農作業の開催について（令和元年 7 月 13 日（土）13:30～16:00） 
１）「夜明け前-呉秀三と無名の精神障害者の 100 年-」上映会（ 13:30～14:45） 
参加者 13 名（学外 10 名、学内 3 名） 
    精神医療の草分け的存在である呉秀三のドキュメンタリー映画「夜明け前 -呉
秀三と無名の精神障害者の 100 年-」の上映会を、本学にて実施した。  
 ２）ミニ農作業（ 15:00～16:00）の実施。参加者 7 名（学外 5 名、学内 2 名） 













 １）上映会アンケート結果  

















































３．学生ボランティアの協力（１～４年生  ３～５名程度）  
  
Ⅱ．活動の結果と評価  


























































①数値目標：開催回数１回  参加人数 15 名以上  
 ②活動スケジュール：  
  11 月  大学近隣住民へ案内チラシを配布  
  12 月  必要物品の調達と会場準備  
  12 月 14 日（土）開催。  
ソーダブレッド、アイリッシュポークソーセージを調理・試食。 




































以下写真 1,2,3,4 に当日の風景を示す。  























参加者数：18 名（10 歳未満：4 名、20 歳代：1 名、30 歳代：1 名、40 歳代：3 名、50
歳代：3 名、60 歳以上：3 名、不明：3 名）。学生の参加はなかった。  



































 ①数値目標：参加人数 8 名程度 






  令和元年 10 月に近隣団地へのチラシの配布を行い、 8 人の応募があった。  
２．開催時期 








































































































































 数値目標：年１回の開催。参加人数 20 人。 
  
Ⅱ．活動の結果と評価  
１． 開催情報  
１）  日時： 2020 年３月 22 日（日）13 時～16 時 
２）  場所：三重県立看護大学  大講義室 
３）  参加人数： 10 名程度（本学教職員・本学学生・近隣住民） 
２． 活動の結果  
映画を視聴し、その内容について上映後に参加者間で対話をおこなった。  
今回の上映作品は『私を離さないで』（マーク・ロマネク監督、2010 年）。原作は 2017
年にノーベル文学賞を受賞した作家カズオ・イシグロの『Never Let Me Go』（2008）（邦
題と同名の翻訳あり）。作品の舞台は、画期的な医療技術の発達により人間の平均寿命が





































  ＜数値目標＞ 
開催数： 2 回以上、参加者数：延 50 人以上 
 
＜実施計画＞  
    1.ロコモティブシンドローム(ロコモ)について  
ロコモに関する講話、ストレッチと介護予防体操 (実技) 
   2.スキンケアについて  
乾燥肌に関する講話、肌水分量の測定、ハンドクリームの使用方法 (実技) 
   3.参加者の交流  
  グループでおしゃべりタイム (本日の感想や健康づくりなど ) 
 
Ⅱ．活動の結果と評価  
  ＜結果＞  
日時:令和元年 12 月 18 日 10 時～11 時 30 分 
場所:鈴鹿市内の集会所   
参加者は 42 名であり、アンケート回収率は 81％(34 名/42 名)であった。  
アンケート項目の結果は以下の通りである。  
1.性別 
     【男性:11 名、女性 :23 名】  
    2.年齢 
【70 代:10 名、80 代:21 名、90 代:3 名】 
   3.ロコモの内容は理解できましたか。 




【思う:25 名、やや思う:5 名、あまり思わない:2 名、無回答 :1 名】 
   5.健康的な肌づくりの内容は理解できましたか。  
    【理解できた :26 名、やや理解できた:5 名、無回答 :2 名】  
   6.健康的な肌づくりに取り組もうと思いますか。  
【思う:24 名、やや思う:8 名、無回答 :1 名】 
    7.意見や感想（一部）  
    ・高齢者講義として大変有意義  時々お願いしたい。 
    ・とってもわかりやすいお話ありがとうございました。  
    ・いつまでも若々しくありたいと願っているので実行したい。 























































































第 1 回参加者：学内教職員 10 名程度 
第 2 回参加者：地域に暮らす妊娠中の女性や乳幼児を持つ母親及びその家族 10 名程度  
＜実施計画＞  







1．第 1 回 HUG の開催 
令和元年 8 月 20 日(火)に三重県立看護大学にて HUG を実施した。参加者は、本学教職




2．第 2 回 HUG の開催 
令和元年 11 月 5 日(火)に三重県立看護大学にて HUG を実施した。参加者は教職員 8 名
と地域で防災活動に取り組んでいる方 5 名、合計 13 名であった。HUG の実施の他、災害時






















て良い」などがあり、 HUG 実施後のディスカッションを充実させる必要性が見出された。  









令和 2 年度は、引き続き事業を継続し、①HUG 実施後のディスカッションの時間を充実
させる、② HUG 未経験の地域の方にも気軽に参加してもらう工夫をする、③HUG の他に避難
所にたどり着くまでのイメージを持ってもらう等の点を強化していく。  
 
























担当者：  中北裕子、林辰弥、灘波浩子、日比野直子、長谷川智之、川島珠実、竹村和誠  






業を引き継いだ単年度事業で、平成 29 度より交流センター提案事業となった。） 
 
【地域貢献のポイント】 








１．昨年度本学を卒業した人を対象に茶話会を 2 回（夢緑祭当日、 3 月）開催する。  
(出席者数各会 30 名程度を目標とする ) 
２．卒後 2 年目を対象に茶話会（ 3 月）を開催する。 (30 名程度を目標とする）  
【茶話会の開催】  
１．卒後 1 年目の卒業生（卒 1）を対象とした茶話会を夢緑祭当日（開催日は令和元年 6 月  
8 日）と令和 2 年 3 月 7 日に開催する。  
２．卒後 2 年目の卒業生（卒 2）を対象とした茶話会を令和 2 年 3 月 7 日（卒後 1 年目の
卒業生を対象とした茶話会と同日）に開催する。  
３．就職先の情報交換や、同窓生、教員と何でも話ができる場とする。  
全体会終了後、個別に本学教員に相談できる時間をもつ。特に 3 月の茶話会は 2 学年       










































１）第 1 回茶話会  









































































































１．6 月に開催される同窓会総会ならびに企画の支援を実施する。  
２．同窓会との意見交換会を年 2 回程度実施する。  

























 事業実施者による意見交換会で出された意見から、 2 点について、同窓会に事業提案を
行なった。 1 点目は、本学で開催される公開講座に託児サービスを付加し、公開講座への
参加および講座終了後に同窓生交流会を開催することである。卒業生支援事業のきずなプ

















































担当者：  永見桂子、大平肇子、岩田朋美、松本亜希、市川陽子、辻まどか  



























 重点課題および数値目標は以下の４点とする。  
 １．三重県内の医療施設で働く新人助産師のニーズ調査結果を令和元年度卒後教育プ  
  ログラムに反映できる。  
 ２．継続的な卒後教育プログラムの提供に向けて三重県内医療施設の産婦人科医、小児  
  科医、助産師等関連専門職者との連携を強化できる。  
 ３．新人助産師同士の交流を深めることができ、研修修了後には助産師活動の現状や課  
  題を共有できた、専門職者として研鑽し続けたいなどの回答が得られる。  
 ４．企画した新人助産師合同研修に県内新人助産師 30 名程度が参加し、４日間の研修  

























  ９月に県内医療施設 106 施設（病院 22 施設、診療所 48 施設、助産所 36 施設）に
開催案内を送付し参加者を募集した。応募者数は 32 名であり、３日目までの皆出席
者は 25 名（78.1％）、２日間５名（15.6％）、１日のみ２名（6.3％）であった。研修





の時点（回答者 31 名）で分娩介助経験ありと回答した者 17 名（55.0％）、なしと回




アとして参加した。   
３．研修参加者の自己評価について  




















































    
  
 













担当者：  永見桂子、大平肇子、岩田朋美、松本亜希、市川陽子、辻まどか  









































  11 月９日（土）、12 月８日（日）、12 月 22 日（日）の３日間（10：00～15：30）の
研修プログラムとした。研修初日には、分娩中や産後の過多出血に引き続く産科危機
的出血など「産婦人科診療ガイドラインに基づく緊急時の対応」への理解を深め、チ










  ９月に県内医療施設 106 施設（病院 22 施設、診療所 48 施設、助産所 36 施設）、教
育機関４施設に開催案内を送付し、参加者を募集した。応募者は１日目６名、２日目










  研修参加者のべ 25 名のうち、研修各日終了時のアンケートへの回答者（回収率）





























































































 開催回数：3 回 
 対 象 者：三重県内の病院で勤務する医師、看護師等の医療従事者  
定  員：1 回あたり 100 名程度 
会  場：昨年度からの“中勢地域のみの開催では遠方からの参加者が少ない”という
課題を受け、今年度は地域の医療施設へ協力を仰ぎ、 3 会場で実施する。  
２．看護職員認知症対応力向上研修（ 3 日間研修）  
開催回数： 1 回 
対 象 者：三重県内の医療施設で勤務する指導的立場の看護職員で、 3 日間の研修に全
て参加し、研修受講後に自施設での研修を実施し実施報告書を提出する事が
できる者  
定  員：100 名程度 
会  場：三重県立看護大学  
－ 57 －
Ⅱ．活動の結果と評価  




１）開催日   第１回：令和元年  8 月 2 日（金） 
第 2 回：令和元年 9 月 25 日（水） 
第 3 回：令和元年 11 月 1 日（金）  
２）会 場  第 1 回：三重県立看護大学（津市）  
       第 2 回：御浜町中央公民館（御浜町）  
       第 3 回：ヨナハ総合病院在宅ケアセンター（桑名市）  





研修の全体評価では、とてもよかった（第 1 回 40.8%、第 2 回 59.1％、第 3 回 51.0%）、
よかった（第 1 回 51.0％、第 2 回 40.9％、第 3 回 44.9%）を合わせて約 95%の回答が
あった。  
２．看護職員認知症対応力向上研修（ 3 日間研修）  
１）開 催 日：令和元年 9 月 1 日（日）、2 日（月）、3 日（火） 





















































１．教育期間：5 月 10 日～2 月 21 日  
２．授業時間：90 分を 1 時限とし、原則 1 日 5 時限  
３．授業科目：  
























































１）研修生：男性 6 名（20％）・女性 24 名（80％）計 30 名、平均年齢 42.0 歳 
２）所属施設：病院 28 名（93％）・その他（福祉施設等）2 名（7％） 
３）所属施設所在地：県内 12 名（40％）・県外 18 名（60％） 












  令和元年度は 2 名の研修生が退学を申し出たため、28 名が本教育課程を修了した。2
名には就学継続が困難となる事由が生じたことから、やむを得ない状況であったと思わ
れる。  
  令和元年度日本看護協会認定審査においては、平成 30 年度修了生 30 名全員が合格し
たため、本教育課程より 2 年間で 60 名の認知症看護認定看護師を育成することができ
た。60 名のうち 34 名は三重県内の医療機関や高齢者施設等に所属する修了生であり、
平成 30 年度に引き続き令和元年度も修了生を対象としたフォローアップ研修を実施し
たため、三重県の認知症看護の質的向上に寄与することができたと考える。 



























 対 象 者：本学の認定看護師教育課程修了者（ 60 名） 
研修日時： 2020 年 2 月 1 日（土）9 時～12 時 







生の 1 期生 27 人、2 期生 27 人。参加者のうち、県内から 30 人、県外から 24 人が参加
した。 
２．研修内容  
 １）特別講義「認知症看護認定看護師が創る共生社会」  
   講師：富本秀和  氏（三重大学大学院医学系研究科  教授） 
 ２）活動報告  
 （１）「認知症ケア加算Ⅰと多職種連携」  
   講師：高坂香奈子 氏（羽島市民病院  認知症看護認定看護師）  
 （２）「病棟師長である認定看護師としての取り組み」  
   講師：谷口陽子  氏（榊原温泉病院  認知症看護認定看護師）  
 （３）「認知症とともに暮らす」  
   講師：芝原弥千代 氏（複合型介護施設群しおりの里  認知症看護認定看護師）  
 
－ 61 －
 （４）「初期認知症支援チームとの認知症看護認定看護師の役割」  
   講師：横山朋恵  氏（八千代病院 認知症看護認定看護師）  















アンケート回収数 53（回収率 98.1％） 
参加した理由（複数回答）としては、「自己研鑽」が最も多く 51 人、次いで「興味
のある内容だった」が 16 人であった。  











































 ＜数値目標＞  
過去 3 年間(H28-30)における出前講座の平均実施件数（ 68 件）を維持する。 
前年度の依頼テーマ率（ 30/40,75.0%）を維持する。  
前年度の参加者総数 2,945 人、公開となった講座数 4 件を上回る。 
 ＜実施計画＞  
・昨年度からの変更点  




 ・実施計画  
 １．平成 31 年 3 月～4 月に、全教員より出前講座のテーマを募集する。  
 ２． 4 月中に、講師派遣の案内パンフレットを作成、県内各所に送付するとともに、 5
月上旬に本学ホームページに掲載する。  
 ３．申込受付の期限は、令和元年 11 月 29 日とする。  
 ４．申込があった際には、随時、担当教員と日程調整を行い、講師を派遣する。  











今年度の出前講座のテーマ（表 1）は、【A 健やかな暮らしのために】23 件、【B 将来の
職業選択のために】5 件、【C 高めよう保健・看護の力】5 件、計 33 テーマが登録された。
対象は幼児から高齢者までと幅広く、概要は健康の定義での「身体的、精神的、社会的
側面」に対応できていた。また、1 テーマあたりの受付上限件数は 2～5 件であった。  
 
表１ 令和元年度  出前講座のテーマ一覧  















A 2 親子で英語を学ぼう 一般（0～3歳のお子様と保護者）
親子で英語の歌に合わせて手遊びをします。保護者の方には、乳幼児期の英語学習の方法
をご紹介します。 5




















































A 11 楽しく・おいしく減塩しましょう！ 地域にお住まいの方
健康増進、生活習慣病予防のためにも減塩は重要です。そこで、地域にお住まいのみなさん
に無理なく簡単に減塩できる秘策をお教えします。 5








A 14 知って防ごう熱中症 中学生～一般、看護職
気温や湿度が高いと、熱中症になるリスクが高まります。暑い夏を健康に過ごせるよう、その
原因や予防法を分かりやすく説明します。 3
A 15 サルコペニアって何？ 一般、看護職 加齢によって筋肉が減っていくサルコペニアについて分かりやすく解説します。 3
A 16 日常生活で運動を 一般、看護職者等 自重を活用した筋トレや足腰に優しいジョギングで健康の維持増進を図りましょう。 2






A 健やかな暮らしのために  
 
B 将来の職業選択のために  
 
 








B 1 どんな仕事に興味があるかな？ 高校生（看護職選考でなくても可）
世の中にはたくさんの職業があります。「どんな仕事があるのか」や「今の自分は、どんな仕事
に興味・関心を持っているのか」を知り、職業選択の参考にしてください。 3
















B 5 大学で学ぶこと 高校生
誰でも選べなければ大学に入学できる状況の今日、改めて大学で学ぶことの意義について考
えます。 5








































































C 5 職場のメンタルヘルス 医療職 感情労働といわれる医療職のメンタルヘルスについて解説します。 5
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２．申込概要  
申込件数は 87 件、実施件数（表２）は 74 件で、13 件は日程等調整ができず実現でき
なかった。出前講座 33 テーマのうち、 29 テーマ（87.9%）に依頼があった。1 テーマあ
たりの上限件数に達したため、申込期限前に受付を終了したテーマは 11 件だった。  
今年度の実施件数は、過去 3 年間 (H28-30)における出前講座の平均実施件数（ 68 件） 
を維持し、前年度の依頼テーマ率（75.0%）より 12.9 ポイント高かったが、前年度の実
績 78 件を下回った。調整できなかった依頼者数が 13 件と多いため、依頼者への連絡を
密に行い、ご依頼に沿えるよう調整が必要であった。  
 
表２ 令和元年度  出前講座実施件数一覧  















































 １）依頼者の概要  
出前講座の領域では、【A 健やかな暮らしのために】、【C 高めよう保健・看護の力】、【 B
将来の職業選択のために】の順に多かった。依頼者の分類では、【A 健やかな暮らしのため
に】は教育機関 18 件、社会福祉機関 14 件、その他 10 件、行政機関 3 件、ボランティア団
体 3 件、医療機関・専門職団体・ NPO 法人がそれぞれ 2 件と、多岐にわたる依頼者であっ
た。また、【B 将来の職業選択のために】は教育機関 4 件、【C 高めよう保健・看護の力】は





の公開講座（色つき枠）として 15 件実施し、442 名（予定も含む）の参加者を得た。前年
































領域 分類 No テーマ 開催日 曜日 依頼者 参加者数 満足度
9月18日 水 四日市市立下野小学校PTA 32 100
10月17日 木 津市立南立誠小学校 122 100
10月24日 木 松阪市立朝見小学校 23 100
11月26日 火 豊里中学校区養護教諭 5 100
10月10日 木 学童保育クローバー 17 100
11月27日 水 城南小学校 26 100
5 地域で支えよう！子どもの成長発達と毎日の生活習慣 10月30日 水 亀山市立白川小学校 40 96.3





12月13日 金 三重県立杉の子特別支援学校石薬師分校 26 未実施
12月17日 火 三重県聾学校高等部 25 未実施
8 知っておきたい！「女性のこころとからだ」 12月13日 金 三重県立杉の子特別支援学校石薬師分校 19 未実施
10 呼吸法と瞑想で心と身体をすこやかに！ 7月5日 金 津市倭公民館 22 100
12 薬に関する四方山話 1月10日 金 津市芸濃公民館 13 100
17 コグニサイズで認知症予防を 11月6日 水 あさひライブラリー 15 100
19 社会的活動としての話すこと・聴くこと 12月10日 火 伊勢市学校事務共同実施協議会 34 93.8
21 心肺蘇生法をマスターしよう！ 8月20日 火 亀山中学校 13 100
22 救急車の適切な利用について知ろう！ 12月13日 金 鈴鹿市学校保健会養護部会 43 97.6
10 呼吸法と瞑想で心と身体をすこやかに！ 9月12日 木 三重ベタニア 17 100
12 薬に関する四方山話 9月13日 金 むつみ福祉会 19 100
14 知って防ごう熱中症 8月19日 月 木曽岬町社会福祉協議会 16 100
7月12日 金 ナーシングホームもも・いなべ 20 100





2月28日 金 津中部東地域包括支援センター 30













10月9日 水 老人短期入所　みかんの里 19 100
12月13日 金 むつみ福祉会 22 100
23
VDT 作業による疲労を防ごう！

















領域 分類 No テーマ 開催日 曜日 依頼者 参加者数 満足度
4 子どもの自己肯定感を育てる関わり方 9月27日 金 リボン会 8 100
7 「ふつう」ってなんだろう 1月29日 火 放課後児童クラブレインボー駅前 19 100
8 知っておきたい！「女性のこころとからだ」 3月25日 水 体操サークル（サロン白塚内） 10
10 呼吸法と瞑想で心と身体をすこやかに！ 10月16日 水 マーチの会 5 100
12 薬に関する四方山話 10月25日 金 白子駅前長寿会「コスモス」 37 94.2
13 血栓症の発症原因とその治療薬 10月18日 金 内部地区婦人会 21 100
6月27日 木 中勢森林組合 34 100
7月2日 火 白子駅前長寿会「コスモス」 32 96.3
8月8日 木 名古屋市税友会三重県支部 33 100
1月9日 木 彰見寺 14 100
5 地域で支えよう！子どもの成長発達と毎日の生活習慣 6月3日 月
名張市役所　福祉子ども部
健康・子育て支援室 27 100
8月30日 金 東員町役場　健康づくり課 14 92.8
10月25日 金 東員町役場　健康づくり課 11 100
2 親子で英語を学ぼう 9月27日 金 子育てサロン「よりあい」 9 100
15 サルコペニアって何？ 12月19日 木 津傾聴ボランティア会 8 100
18 認知症の人にやさしい街づくり 9月19日 木 津傾聴ボランティア会 9 100
8月22日 木 第二岩崎病院 61 96.7
1月16日 木 ヨナハ総合病院 18 94.4
8 知っておきたい！「女性のこころとからだ」 8月23日 金 三重県教職員組合多気支部女性部 94 95.7
9 女性の健康つくり―女性ホルモンを味方につけよう 11月26日 火 三重県教職員組合多気支部女性部 75 100
7 「ふつう」ってなんだろう 8月27日 火 いが若者サポートステーション 7 100





















領域 分類 No テーマ 開催日 曜日 依頼者 参加者数 満足度
1 どんな仕事に興味があるかな？ 11月11日 月 三重県立朝明高等学校 58 98.3
2 看護の仕事について 12月6日 金 伊賀市立府中小学校 40 94.6
10月31日 木 津東高校 44 97.7




























領域 分類 No テーマ 開催日 曜日 依頼者 参加者数 満足度
7月12日 金 ヨナハ総合病院 52 100
10月1日 火 亀山市立医療センター 109 96.1
11月11日 月 三重県立こころの医療センター 100 98.9
6月27日 木 もりえい病院 126 88.7
10月30日 水 伊勢慶友病院 43 81.4
3 人工呼吸器装着中の看護 10月23日 水 小山田記念温泉病院 53 100
4 認知症ケアのスキルアップセミナー 9月27日 金 小山田記念温泉病院 65 96.7
7月31日 水 伊勢慶友病院 58 96.6
9月25日 水 日下病院 128 97.6
1月27日 月 榊原白鳳病院第二さくら苑 31 100




11月21日 木 太陽の里 40 95
9月3日 火 救護施設菰野陽気園 29 100
9月18日 水 老人短期入所　みかんの里 16 100
9月20日 金 ナーシングホームもも・いなべ 15 100































 ＜数値目標＞  
・過去 3 年間(H28-30)における講師派遣の平均実施件数（ 19 件）を維持する。  
・前年度参加者総数 605 名を上回る。  
＜実施計画＞  
・昨年度からの変更点  












今年度の分類別講師派遣の実績を表 1 に示す。  
申込み件数は 23 件、延べ実施件数は 30 件であった。また、全ての申込みに応じること  
ができた。過去 3 年間(H28-30)における講師派遣の平均実施件数（ 19 件）を上回り、H28
年度 9 件、 H29 年度 23 件、H30 年度 25 件と、年々増加傾向である。  
依頼者は医療機関 20 件が最も多く、ついで社会福祉機関 5 件、行政機関 3 件、その他 2 
件の順であった。複数のテーマで申し込んだ施設が 8 施設あり、「キャリアラダー教育の見
直し」や「看護研究研修」など 6 件がシリーズ講座として開催された。 
－ 71 －
参加者総数（予定も含む）は 824 名で、前年度参加者総数 605 名を上回った。  
  
表１ 分類別講師派遣の実績                     2020.1.31 時点  
 









月日 曜日 依頼者 テ ー マ 参 加  人 数
1 6 月1 7 日 月 7
2 7 月2 9 日 月 7
3 1 0 月2 1 日 月 7
4 1 月1 4 日 火 7
5 2 月1 5 日 土 効果的な 研修の持ち方を学ぶ 30
6 6 月2 0 日 木 看護診断研修 40
7 8 月6 日 火 21
8 9 月3 日 火 22
9 6 月2 5 日 火 5
10 9 月1 9 日 木 5
11 1 2 月1 2 日 木 5
12 1 1 月7 日 木 高齢者の看取りについて （ ２） ： 事例を振り返り考え る 50
13 1 2 月1 0 日 火 看護場面を倫理的視点で 見つめ直して みよう 45
14 8 月1 9 日 月 36
15 8 月2 6 日 月 17
16 8 月2 9 日 木 12
17 9 月1 0 日 火 12
18 7 月1 9 日 金 三重中央医療セ ンター フィ ジカルアセ ス メント 研修 42
19 1 1 月7 日 木 榊原温泉病院 コーチングの基本的な 内容 21
20 1 1 月2 7 日 水 塩川病院 感染看護 52
21 8 月2 2 日 木 看護と表裏一体の高齢者虐待について 19
22 1 0 月1 6 日 水 感染の予防と対策について 21
23 3 月1 3 日 金 持ち上げな い移乗介助 25




25 1 1 月5 日 火 老健施設き な ん苑 お薬の服用について 44
26 1 1 月3 日 日 健康寿命をのばそう - 食生活を考え 、生活習慣を改善する 43
27 3 月1 5 日 金 健康寿命をのばそう - こころ の健康 50
28 6 月3 日 月 名張市役所 子ども家庭福祉 28
29 5 月1 8 日 土 三重県医療労働組合連合会 持ち上げな い移乗介助 52















































月日 曜日 臨床実践力の構造 テーマ 依頼先 満足度
7 8月6日 火 100




12 11月7日 木 高齢者の看取りについて（２）：事例を振り返り考える 100
13 12月10日 火 看護場面を倫理的視点で見つめ直してみよう 90.7
19 11月7日 木 コーチングの基本的な内容 榊原温泉病院 95.2
6 6月20日 木 看護診断研修 三重中央医療センター 実施せず
14 8月19日 月 100
15 8月26日 月 100
16 8月29日 木
17 9月10日 火
18 7月19日 金 フィジカルアセスメント研修 三重中央医療センター 100































































月日 曜日 テーマ 依頼先 満足度
21 8月22日 木 看護と表裏一体の高齢者虐待について 100
22 10月16日 水 感染の予防と対策について 100





25 11月5日 火 お薬の服用について 老健施設きなん苑 100
26 11月3日 日 健康寿命をのばそう-食生活を考え、生活習慣を改善する 100
27 3月15日 金 健康寿命をのばそう-こころの健康 未実施
28 6月3日 月 子ども家庭福祉 名張市役所 100
29 5月18日 土 持ち上げない移乗介助 三重県医療労働組合連合会 100































担当者：  ＜講師＞脇坂浩、大川明子、関根由紀、長谷川智之、斎藤真、白石葉子、玉田章  













 ＜数値目標＞  
前回の遠隔配信時（H29）の延べ受講者数 449 名を維持する。 





 ・実施計画  
１.看護研究の基本ステップは、平成 28 年度以降集合研修と遠隔配信講座を毎年交互に 
実施する。 
２.平成 31 年 4 月に計画を立て、プログラムと受講案内を県内各医療福祉行政機関等  
（140 施設）へ送付するとともに、本学ホームページに掲載する。 








研修プログラム（表 1）は、7 科目を 7 日間で実 




表１ 令和元年度  研修プログラム  
回 テーマ 開催日 曜日 時間 講師
センター長あいさつ・オリエンテーション 18:00～18:15 永見　桂子
看護研究の意義と文献の活用 18:15～19:45 脇坂　浩
2 研究計画の立て方と書き方 7月10日 水 18:00～19:30 大川　明子
3 質的研究 7月22日 月 18:00～19:30 関根　由紀
4 量的研究 7月25日 木 18:00～19:30 長谷川智之
5 統計解析(演習含む） 8月29日 木 18:00～20:00 齋藤　真
6 プレゼンテーション（演習含む） 9月2日 月 18:00～20:00 白石　葉子





今年度の遠隔配信講座には、 6 施設から延べ 258 名が参加した。配信先は県立総合医  
療センター、伊賀市立上野総合市民病院の２か所（平成 29 年度に配信していた紀南病院  
は減）で、それぞれの近隣施設からも受講者があった。  





アンケート回収数 249（回収率 96.1％） 
 １）受講生の属性  






































   
図３ 受講生の職位（複数回答）  
２）講義内容について  
各講義内容の理解度は図 4 に示す。昨年度の理解度は 8 科目とも「良くできた」、「ま  
あまあできた」が 8 割を超えていたが、今年度は科目より差があり、「看護研究の意義」 


























































































































 ３）本講座全般について 【最終回に実施：アンケート回収数 30（回収率 96.8％）】  








という意見がみられた。            図６  講義全般の満足度  

























































担当者：  ＜講師＞浦野茂、関根由紀、斎藤真、菅原啓太、長谷川智之  











 ＜数値目標＞  
前年度の受講者数 25 名（「インタビューコース」 10 名、「アンケートコース」11 名、










 ３．令和元年 8 月から 12 月に、各コース、プログラムに沿った研修の実施を行う。 
 ４．各コース終了時に、アンケート調査を行う。 




 １）研修内容  
研修プログラム（表 1）は、3 コースとも 3 回  



















表１ 令和元年度  研修プログラム  
 
 
































































 ２）受講者の概要  
申込者数は、インタビューコースは 4 施設より 8 名、アンケートコースは 5 施設より
14 名、実験・計測コース 2 施設より 4 名、計 26 名であった。アンケートコースが台風
の影響により、延期となったため、1 名参加できなくなり、最終計 25 名となった。前年
度の受講者数 25 名（「インタビューコース」10 名、「アンケートコース」11 名、「実験・
計測コース」4 名）を維持できた。  
 
２.受講生アンケート結果  
 アンケート回収数 22（回収率 95.7％）＊最終日 2 名欠席のため 23 名対象 











図１ 受講者の年代          図２  受講者の経験年数  
 
























































 ２）講義内容について  
講義内容の理解度（図 4）では、「よく 








図４ 講義内容の理解度  
































































































 ・実施計画  
１．施設単位看護研究支援  
   平成 31 年 1 月：募集案内を県内医療機関等に送付し、希望を募る（締切 2 月末日） 
        3 月：申込みのあった施設に対し、全教員から支援担当者を募集する。双  
 方の条件が合致したら実施にむけて調整を進める。  
   平成 31 年 4 月：支援の決定した医療機関へ決定通知を送付する。  




   平成 31 年 4 月：全教員から支援担当者を募集する。  
   令和元年 5 月：県内各医療・行政機関等へ研究支援案内を送付。 11 月末日までの 
受付とする。 






 １）支援施設の概要  






表１ 令和元年度  施設単位看護研究支援施設一覧  
支援内容 № 施設名 担当教員
1 県立総合医療センター 大川　明子
2 武内病院 前田  貴彦




















支援開始時期は 6 月から 11 月、終了時期は 11 月から翌年 3 月を予定している。依頼 
者の研究進度により、後期より支援を開始した施設が 2 施設あった。一方、看護研究発  
表会支援は 2 月の予定である。  
 
２．受講生アンケート結果  
 施設単位看護研究支援の終了が 11 月～2 月であるため、現時点（2020.1.31）では全て  
を集計することができず、次年度で評価予定である。回収できている 2 施設での結果をみ  










































 ＜数値目標＞  
・参加者数の目標値 1 回 300 人以上、年間 1,000 人程度を維持する。 
 ＜実施計画＞  
 ・昨年度からの変更点  
参加申込方法について、ＱＲコードを導入した。ホームページによる周知方法につ
いては、年間予定を早期より掲載するとともに、実施報告についても掲載した。  
  ・実施計画  
１.開催の 2 か月前に案内パンフレットを作成し、県内各所に送付するとともに本学
ホームページに掲載して周知啓発を行う。  




































５．参加者数は、第 1 回 205 名、第 2 回 223 名、第 3 回 382 名、年間 810 名であった。  



















































1. 第 1 回公開講座  
講 演 「スポーツにケガはつきものか―「見える化」活動の成果報告―」  
講 師：内田 良  氏（名古屋大学大学院教育発達科学研究科  准教授）  
 
日   時： 令和元年 6 月 29 日（土）   13:30～14:50 
場   所： 三重県立看護大学  講堂 
参加人数：  205 名 
主   催：  三重県立看護大学  
共  催：  東海体育学会  
後   援：  三重県、公益社団法人三重県看護協会、津市、津市教育委員会       

















講 演 「夢に向かって  －最初の一歩に勇気を  パラリンピックへの道－」  
講 師：佐藤 圭太  氏（トヨタ自動車所属陸上競技選手）  
  
 日   時：令和元年 10 月 25 日（土） 13:10～14:40 
場   所： 三重県立看護大学  講堂 
参加人数：  233 名 
主   催：  三重県立看護大学  
共  催：  みえ女性スポーツ指導者の会（公益財団法人三重県体育協会）  
後   援：  三重県、三重県教育委員会、公益社団法人三重県看護協会  
津市、津市教育委員会       
内田氏の講演の様子  
－ 89 －















３．第 3 回公開講座  （NHK ハートフォーラム） 
講 演  「認知症ポジティブ！笑顔の暮らしのコツ」  
講 師：山口 晴保  氏（群馬大学  名誉教授）  
（認知症介護研究・研修東京センター センター長）  
 
日   時：令和 2 年 1 月 11 日（土） 13:10～ 14:40 
場   所： 三重県立看護大学  講堂 
参加人数：  382 名 
主   催： 三重県立看護大学、ＮＨＫ津放送局、ＮＨＫ厚生文化事業団中部支局  
後   援： 三重県、三重県教育委員会、公益社団法人三重県看護協会  
津市、津市教育委員会       








































        表１．連携協力協定病院（令和２年２月１日現在）  



















連携協力協定市町（令和２年２月１日現在）  ０カ所 
 ＊令和元年度は、本学と医療機関との連携協力協定の経緯と取組の実際や、本学と市






 医療機関名  協定締結日  
1 県立こころの医療センター  平成 25 年   2 月  
2 松阪市民病院  平成 26 年   3 月  
3 済生会松阪総合病院  平成 26 年   3 月  
4 厚生連松阪中央総合病院  平成 26 年   5 月  
5 県立総合医療センター  平成 26 年   6 月  
6 伊勢赤十字病院  平成 26 年   8 月  
7 国立三重病院  平成 27 年   1 月  
8 県立一志病院  平成 27 年 11 月  
9 厚生連鈴鹿中央総合病院  平成 29 年   4 月  
10 市立伊勢総合病院  平成 30 年   3 月  

















過去３年間の参加者数（ H28 年 36 名、H29 年 36 名、H30 年 35 名）を維持する。 
＜実施計画＞   
対 象 者：県内医療機関等看護管理者  
研修日時：令和元年 10 月 10 日（木） 13:30～16:30 
会  場：三重県立看護大学  
内  容：  
（１）行政からの情報提供  
「三重県における医療の現状と看護への期待」医療政策総括監   田辺 正樹  
「看護を取り巻く状況」          看護師確保対策監    仲川 むつみ  
（２）講話  
「これからの看護教育」                    学長 菱沼典子 
（３）本学からの話題提供  
  「教務委員会  学修成果アンケートの結果報告」母性看護学   教授 大平肇子  
  「多文化共生社会における看護について」    社会学    教授 浦野 茂 






県内病院等看護管理者 36 名で、内訳は、北勢 11 名、中勢 15 名、南勢 8 名、東紀州 2


























               
２.参加者アンケート結果  
アンケート回収数 33（回収率 91.7％） 
 
意見交換の構成の満足度（図１）では、「とても  










































  地域交流センター年報  令和元年度 VOL.22 
   発行日：令和２年３月 
 
２．報告会開催  
  令和元年度地域交流センター活動報告会  
   日時：令和 2 年 3 月 19 日（木）10 時 40 分～12 時 10 分 




































度記事数 44 件に比し、今年度は 72 件（2020.1.31 現在）を掲載できた。  
 
４．パンフレットを作成し、県内関係機関へ送付  
   ①令和元年度 講師派遣のご紹介    （2,500 部） ・出前講座、その他の講師派遣  
②令和元年度看護研究支援のご案内  （300 部） 
                                         （ここまでの担当：川瀨）  
 
５．イベントへの参加  
１）フレンテまつり 2019 でのブース展示 
  日 時  ： 令和元年 6 月 2 日（土）10 時 00 分～15 時 30 分 
  場 所  ： 三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」  セミナー室Ｂ  
内 容  ： ①大学広報：大学案内、講師派遣案内のパンフレット、MCN REPORT、  
第１回公開講座チラシを配布  
②健康チェック： 
血管年齢・ストレスチェック    93 名  
        骨密度測定                   126 名  
体脂肪等                  約  120 名  
        貧血チェック                  132 名   
血圧測定                    121 名  
        アルコールパッチテスト      115 名  
運営担当：  三重県立看護大学事務局、教員有志、  
本学学部生、地域交流センター  
主 催   ：三重県男女共同参画センター「フレンテみえ」フレンテまつり実行委員会  
 
２）みえアカデミックセミナー 2019 三重県立看護大学公開セミナー  
日  時 ：令和元年７月 13 日 （土）13 時 30 分～15 時 00 分 
場  所 ：三重県文化会館  
テーマ   ：薬のはなし 
講  師 ：林 辰弥教授 
参加人数： 160 名 








３）みえアカデミックセミナー 2019 移動講座（紀宝町）三重県立看護大学公開セミナー  
日  時 ： 令和元年 10 月 25 日（金）15 時 00 分～16 時 40 分 
場  所 ：紀宝町生涯学習センター「まなびの郷」 
テーマ   ：コグニサイズで認知症予防を！  
講  師 ：白石 葉子教授            
参加人数：  48 名  
主 催   ：三重県生涯学習センター  
 
  
６．テレビ・ラジオ・新聞等による広報   
令和元年度の広報を主たる目的としたテレビ・ラジオの放送、新聞掲載を以下に示す。  
 
表 1．テレビ・ラジオ・新聞等による広報  
媒体  内容  月  日  








出前講座  4 26 
第１回公開講座  5 24 
認定看護師教育課程  8 16 
第２回公開講座  9 20 
地域交流センターの取組紹介  10 4 
アイルランドの伝統料理を作ろう inＭＣＮ 11 15 
第３回公開講座  11 29 




第１回公開講座  6 14 
第１回公開講座  7 5 
第２回公開講座   10 18 
第３回公開講座  2 7 
毎日新聞  
第１回公開講座  6 30 
第２回公開講座  10 9 
中日新聞  
第１回公開講座  6 30 
第２回公開講座  10 29 







6 月  
（第 31 号）  
第１回公開講座  
第２回公開講座  
第３回公開講座  10 月  


















１）  出前講座 
２）  その他の講師派遣 
３）  施設単位看護研究支援 
４）  看護研究発表会支援 
５）  看護研究の基本ステップ（遠隔配信） 

























・ただし、本学から会場までの距離が 2km 未満の場合は、負担いただく必要はございません。 
＊＊交通事情等により現地宿泊が必要となる場合は、申込者様側で宿泊施設を予約し、 
その料金（素泊まり料金）を直接宿泊施設にお支払いください。 























    お申し込みは、令和元年 11 月 29 日（金）まで受付けます。開催希望日の 60
日前までにお申し込みください。 






                  





    





































    
 
 
                     

















７ お問い合わせ先  
三重県立看護大学 地域交流センター 
  〒514-0116 三重県津市夢が丘 1 丁目 1 番地 1 













令和元年度 「出前講座」申込書 三重県立看護大学地域交流センタ  ー
申込書記入日 令和  年  月  日 
機関・団体名称  分類 
医療機関・行政機関・社会福祉機関・ 
教育機関・ＮＰＯ法人・専門職団体・ 

























① 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
② 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
③ 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
希望 
会場名 


































テーマ番号 No. テーマ名  







でお問い合わせください。   
 【連絡先】三重県立看護大学地域交流センタ  ー   
〒514-0116 津市夢が丘1丁目1番地1      
     TEL/FAX（０５９）２３３－５６１０   E-mail：rc@mcn.ac.jp 
－ 102 －








































    令和元年度のお申込みは、令和元年 11 月 29 日（金）まで受付けます。開催希望













３ お問い合わせ先  
三重県立看護大学 地域交流センター 
  〒514-0116 三重県津市夢が丘 1 丁目 1 番地 1 





令和元年度 「その他の講師派遣」申込書 三重県立看護大学地域交流センタ  ー
 
 
申込書記入日 令和  年  月  日 
機関・団体名称  分類 
医療機関・行政機関・社会福祉機関・ 
教育機関・ＮＰＯ法人・専門職団体・ 
























① 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
② 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
③ 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
希望 
会場名 









































でご連絡ください。   
【連絡先】三重県立看護大学地域交流センタ  ー   
〒514-0116 津市夢が丘1丁目1番地1      
































































〒514-0116 三重県津市夢が丘 1 丁目 1 番地の 1 
三重県立看護大学 地域交流センター 
 TEL/FAX 059-233-5610  E-mail：rc@mcn.ac.jp 
－ 107 －
平成31年度 三重県立看護大学地域交流センター「施設単位看護研究支援」申込書 






















































支援教員名   
支援教員連絡先 TEL：             E-mail： 
上記の支援教員にご連絡のうえ、日程、内容、方法等、詳細な打ち合わせを行ってください。 
ご不明な点がありましたら下記の連絡先までご連絡ください。   
 
【連絡先】三重県立看護大学地域交流センタ  ー   









































〒514-0116 三重県津市夢が丘 1丁目 1番地の 1 
三重県立看護大学 地域交流センター 
      TEL/FAX ： 059-233-5610   
E-mail ： rc@mcn.ac.jp 
－ 109 －
令和元年度 三重県立看護大学地域交流センター「看護研究発表会支援」申込書 














① 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
② 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
発表会の名称  
開催会場名  参加予定人数       人 
会場所在地  会場電話番号  











































回 テーマ 開催日 曜日 時間 講師
センター長あいさつ・オリエンテーション 18:00～18:15 永見　桂子
看護研究の意義と文献の活用 18:15～19:45 脇坂　浩
2 研究計画の立て方と書き方 7月10日 水 18:00～19:30 大川　明子
3 質的研究 7月22日 月 18:00～19:30 関根　由紀
4 量的研究 7月25日 木 18:00～19:30 長谷川智之
5 統計解析(演習含む） 8月29日 木 18:00～20:00 齋藤　真
6 プレゼンテーション（演習含む） 9月2日 月 18:00～20:00 白石　葉子











・配信施設：10,800円          































  〒514-0116 三重県津市夢が丘1丁目 1番地1 
       三重県立看護大学 地域交流センタ  ー   




































コース アンケートコース インタビューコース 実験・計測コース
日時
1.10/12 （土） 9：00～12：00 1. 8/23（金）13：00～16：10 1.12/  7 (土） 9：00～12：00
2.10/12 （土）13：00～16：00 2. 9/ 6（金）13：00～16：10 2.12/ 7（土）13：00～16：00


































































































































当センターの講師派遣事業は、平成 21 年度に始まり 11 年が経過しました。おかげをもち
まして、県民の皆様に本事業が周知されてまいりました。事業開始当初は「出前授業」「公
開講座講師派遣」「その他の講師派遣」の 3 事業を展開しており、平成 27 年度からは「出
前講座」「その他の講師派遣」事業の 2 事業にしました。皆様からの派遣申し込みも当初 3
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